
平成20年度電子情報通信学会信越支部大会
4B-4

STAPレーダのための効率的な共分散行列算出手法
Efficient Covariance Matrix Estimation for STAP Radar
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1まえがき

近年,航空機搭載レ-ダシステムにおけるターゲット

検出精度向上のためにspace-timeadaptiveprocess-

ing(STAP)方式[1]やmultiple-inputmultiple-output

(MIMO)方式[2]が注目されている.一般的に,上記2

手法におけるウェイト制御には,スライディング方式が

用いられている.従来のスライディングウインドウ方式

では,トレーニングサンプル分のデータから各処理適

用セル(CUT:cell-undeトtest)に対する共分散行列を

毎回算出しなければならない[3].この手法は地表面ク

ラッタの抑圧に非常に効果的であるが,DOF(degrees-

of-freedom)とCUTの数に依存する計算負荷が非常に高

いため,実時間処理において正確な共分散行列を求める

ことは困難である.本報告では,共分散行列の導出に要

する計算量軽減のための提案を行い,計算機シミュレー

ションにより従来手法と提案手法それぞれの共分散行列

算出に要する計算時間を評価をする.

2提案するスライディングウインドウ方式

本報告では,所望のターゲット信号が複数のレンジセ

ルに広がっている可能性を考慮する.そこでCUTに対

する共分散行列算出において,ターゲット信号の混入を

防ぐために,CUTとそれに隣接したセル(ガードセル)

を除いて算出する.本報告では,スライディングサイズ

は1,ガードセルはCUTの両側の1セルとする.従来

手法におけるi番目のCUTに対する共分散行列R勘ま

次式で定義される.

Rti】-妄{r,7f+-.+ri-2rf-2

+ri+2rr+2+...+rLrg}(1)

ここで,r.はi番目の素子数×パルス数(NxM)吹

元の受信データベクトル,Hは複素共役転置,Lはレン

ジセル数である.

これに対して,提案手法におけるi+1番目のCUT

に対する共分散行列R[i+l】は次式により算出する.

Rli+V-flW+{凡_1-Rl+2}(2)

R,-nr(3)

このように提案手法では,スライディングによりトレー

ニングサンプルの対象となる共分散行列を足し込み,対

象外となる共分散行列を差し引くことでCUTに対する

共分散行列を算出される.
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1 Simulation Conditions

N um ber of degrees-of-freedom 64

(N ×M ) (8×8)

N um ber of C U T s 512

Conventional method
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図1 Calculation time vs. training samples

3　計算機シミュレーション

表1にシミュレーション条件を示す.図1に従来手法

と提案手法のトレーニングサンプル数に対する計算時間

を示す.結果より,提案手法の計算時間はトレーニング

サンプル数の増加に対してほぼ平らであり,従来手法と

比べてトレーニングサンプル数が多いほど効率的である

ことが分かる.このシミュレーションにおいて用いた言

語はMATLAB㊥, CPUはIntel㊥ Core2 2.66 GHz,メ

モリは4GBである.

4　まとめ

本報告では,効率的なスライディングウィンドウ方式

を用いた共分散行列算出手法を提案した.計算機シミュ

レーションにより,計算時間において提案手法が従来手

法より効率的であることを示した.
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